
に
の

へ
に

の
へ

市
議

会
だ

よ
り

市
議

会
だ

よ
り

３
月

定
例

会
　

３
月

定
例

会
　

          
              

―
　

―
　

ＣＣ
ＯＯ

ＮＮ
ＴＴ

ＥＥ
ＮＮ

ＴＴ
Ｓ

　
―

Ｓ
　

―

新
た
な
時
代
へ
　
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

新
た
な
時
代
へ
　
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

令
和
３
年
４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
御
返
地
小
学
校
入
学
式
　
新
一
年
生
４
人
の
皆
さ
ん
　

令
和
３
年
４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
御
返
地
小
学
校
入
学
式
　
新
一
年
生
４
人
の
皆
さ
ん
　

定
例

会
及

び
当

初
予

算
の

概
要

・
・

２
定

例
会

及
び

当
初

予
算

の
概

要
・

・
２

予
算

特
別

委
員

会
・

・
・

・
・

・
・

３
予

算
特

別
委

員
会

・
・

・
・

・
・

・
３

条
例

・
補

正
予

算
な

ど
  ・

・
・

・
・

７
条

例
・

補
正

予
算

な
ど

  ・
・

・
・

・
７

常
任

委
員

会
・

・
・

・
・

・
・

・
・

９
常

任
委

員
会

・
・

・
・

・
・

・
・

・
９

審
議

結
果

、
賛

否
の

公
表

・
・

・
１

０
審

議
結

果
、

賛
否

の
公

表
・

・
・

１
０

一
般

質
問

・
・

・
・

・
・

・
・

・
１

１
一

般
質

問
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１
１

市
長

演
述

・
教

育
施

政
方

針
市

長
演

述
・

教
育

施
政

方
針

　
　

　
　

　
に

対
す

る
質

問
  ・

・
１

５
　

　
　

　
　

に
対

す
る

質
問

  ・
・

１
５ 　

６
月

１
日
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  行

６
月

１
日

   発
  行

令
和

３
年

令
和

３
年

5
9

5
9
号号

Yo
u

Tu
b

e
で

ネ
ッ

ト
中

継
配

信
中
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定 例 会 及 び 当 初 予 算 の 概 要 　 　定 例 会 及 び 当 初 予 算 の 概 要 　 　

令
和
３
年
度
予
算

令
和
３
年
度
予
算  

全
９
会
計
を
可
決

全
９
会
計
を
可
決

　　

    　
　
　

　
　
　

    

ま
ち
づ
く
り
を
形
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
予
算

ま
ち
づ
く
り
を
形
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
予
算

３月
定例会

会　　　計　　　別 予　算　額
前年度対比

金　額 増減率

水道事業会計

収益的収入 　 6 億 7,765 万円 522 万円 0.8％

収益的支出   6 億 7,485 万円 344 万円 0.5％

資本的収入      ３億 6,630 万円 2,917 万円 8.7％

資本的支出     6 億 2,292 万円 3,695 万円 6.3％

令和３年度  当初予算額　（  会計別  ）  　        

会　　　計　　　別 予　算　額
前年度対比

金　額 増減率

 一　　 般　　 会　　 計　  157 億 4,000 万円 △ 12 億 1,000 万円 △ 7.1％

特　

 

別　

 

会　

 

計

 国民健康保険  
 特  別  会  計

事 業 勘 定 　 29 億 3,817 万円 △ 9,344 万円  △ 3.1％

診療施設勘定 2 億 2,393 万円 1,213 万円 5.7％ 

 下水道事業特別会計          6 億 9,926 万円 △ 8,875 万円  △ 11.3％

 生活排水処理事業特別会計           4,548 万円 △ 37 万円 △ 0.8％

 簡易水道事業特別会計         1 億 3,245 万円 2,915 万円 28.2％

 土地区画整理事業特別会計      6 億 5,209 万円 △ 3 億 7,160 万円 △ 36.3％

 介護サービス事業特別会計      1 万円 0 円 0.0％

 後期高齢者医療特別会計       3 億 2,826 万円 1,297 万円 4.1％

計    207 億 5,963 万円 △ 17 億 0,991 万円 △ 7.6％

※端数処理のため計が一致しない部分があります。

　

「
第
２
次
二
戸
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
る
令
和
３
年
度
予
算
は
、
後

期
５
年
間
と
、
ま
た
30
年
後
の
未

来
像
を
見
据
え
て
、
計
画
の
着
実

な
推
進
に
取
り
組
む
、「
ま
ち
づ

く
り
を
形
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
予

 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
１
５
７
億
４
千
万
円

３月定例会は、２月 22 日から３月 12 日までの 19 日間開催されました。
初日には、次年度の方針を述べる市長演述と教育施政方針説明も行われた本定例会。
本会議や予算特別委員会、常任委員会等で活発な議論が交わされ、審議の結果、令和３年
度予算案など市長から提出された議案 22 件と諮問３件が全て原案のとおり可決、同意、
適任とされました。

当初予算をチェック！当初予算をチェック！

財
政
の
健
全
化

問 

地
方
税
等
が
大
幅
減
収
と

な
る
中
で
、
市
の
財
政
は
、
ど

こ
を
守
り
、ど
こ
を
削
る
の
か
。

答 

新
年
度
で
は
、
合
併
に
伴

う
地
方
交
付
税
の
算
定
替
え
や

合
併
特
例
債
の
発
行
が
な
く
な

る
こ
と
、
さ
ら
に
市
税
の
減
少

も
見
込
ま
れ
事
務
事
業
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
適
正
配
置
に

も
努
め
、
全
体
的
に
見
直
し
た

う
え
で
必
要
な
事
業
に
予
算
を

つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

歳
入
の
確
保

問 

歳
入
の
確
保
は
非
常
に
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。
当
初
予
算

の
中
で
、
市
税
収
納
率
の
向
上

策
や
収
入
未
済
額
の
解
消
、
未

利
用
資
産
の
処
分
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答 

市
税
や
税
外
収
入
の
収
納

率
は
、
県
内
他
市
に
比
べ
て
少

し
低
い
の
で
鋭
意
取
り
組
ん
で

お
り
、
他
市
と
の
差
が
縮
ま
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
税
務
課

一

般

会

計

予

算

一

般

会

計

予

算

の
職
員
を
県
の
滞
納
整
理
機
構

に
継
続
的
に
派
遣
し
て
お
り
、

困
難
事
例
に
つ
い
て
も
着
実
に

滞
納
額
が
減
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
未
利
用
資
産
に
つ
い
て

は
、
計
画
を
作
り
処
分
に
も
努

め
て
い
る
。

選
挙
の
投
票
率

問 

新
年
度
は
市
長
選
挙
や
衆

議
院
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
投
票
率
向
上
に
つ
い

て
は
市
も
努
力
し
て
い
る
が
依

然
と
し
て
改
善
し
な
い
。
高
齢

者
た
ち
が
投
票
所
に
向
か
う
移

動
手
段
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

答 

高
齢
者
に
対
す
る
移
動
の

支
援
等
も
考
え
て
い
る
が
、
費

用
等
の
面
で
す
ぐ
に
導
入
で
き

る
対
策
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ

の
他
で
は
施
設
改
修
、
簡
易
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
も
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
新
年

度
は
高
校
生
に
選
挙
啓
発
や
立

会
人
を
お
願
い
し
、
将
来
に
向

け
て
若
い
世
代
へ
の
対
策
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　全議員で構成される予算特別委員会では、委員長に新畑 鉄男

議員、副委員長に沼井 賢壮 議員が選出されました。

　委員会と所管の分科会において、令和３年度の各会計歳入歳出

算
」
と
し
て
編
成
。

　

一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計

の
総
額
は
２
０
７
億
５
９
６
３
万

円
で
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算

は
前
年
度
よ
り
１
２
億
１
千
万
円

減
の
１
５
７
億
４
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

予算特別委員会

予算の審議が行われ、一般会計と７つの特別会計、水道事業会計の合わせて９会計全ての予算が可決されました。

令和３年度の 主な目玉事業

史跡九戸城跡の環境整備を推
進するため、第２期整備実施
計画に基づき整備を実施する。
　

史跡九戸城跡環境整備事業  　　史跡九戸城跡環境整備事業  　　

　　　　　　 　１億 8,350 万円　　　　　　 　１億 8,350 万円

新型コロナウイルスの感染拡
大防止を図るため、介護施設
等の多床室の個室化に要する
改修費を補助する。

二戸駅周辺地区土地区画整理
事業に併せ、国の都市構造再
編集中支援事業を活用し、二
戸駅東口駅前広場整備と石切
所公民館移転新築を一体的に
実施する。　

都市構造再編集中支援事業都市構造再編集中支援事業

４億 4,830 万円４億 4,830 万円

こ れ ま で の 助 成 対 象 に 加 え、
妊婦のインフルエンザ予防接
種や、おたふくかぜの予防接
種の費用に助成することによ
り、子育て世代の負担軽減を
図る。

　 　 予 算 特 別 委 員 会

イメージイメージ

予防接種助成事業　　　 3,380 万円予防接種助成事業　　　 3,380 万円
地域医療介護総合確保基金事業地域医療介護総合確保基金事業

補助金補助金　　　　　　　　　4,890 万円　　　　　　　　　4,890 万円
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イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

問 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
で
き
な
か
っ
た
事
業
が
あ

る
と
思
う
が
、
新
年
度
の
予
算

措
置
は
ど
う
か
。
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
の
考
え
方
を
伺
う
。

答 

従
来
行
っ
て
い
る
お
祭
り

等
は
、
当
初
予
算
に
組
み
入
れ

て
い
る
。
市
民
の
安
全
・
安
心

を
優
先
し
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

沈
静
化
を
見
極
め
な
が
ら
地
域

経
済
の
回
復
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備

問 
市
の
施
設
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

を
整
備
す
る
こ
と
は
不
可
欠
だ

と
思
う
。
施
設
の
稼
働
率
を
上

げ
る
た
め
に
も
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
整

備
を
進
め
る
の
か
。

答 

市
の
施
設
に
は
、
情
報
化

や
防
災
の
観
点
か
ら
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
施
設
内
で
テ
レ

ワ
ー
ク
的
な
使
い
方
も
可
能
で

あ
る
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
整

備
を
進
め
た
い
。

各
種
補
助
金
の
減
額

問 

市
の
補
助
金
の
全
体
額
が
、

前
年
度
対
比
で
約
３
４
０
０
万

円
の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
市

は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
な
の

か
。

答 

新
年
度
の
予
算
編
成
の
中

で
、
各
団
体
の
状
況
を
聞
き
、

調
整
を
図
っ
た
う
え
で
補
助
金

減
額
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

特
に
も
令
和
２
年
度
は
事
業
が

行
わ
れ
な
い
団
体
も
あ
っ
た
の

で
、
繰
越
金
を
考
慮
に
入
れ
て

協
議
し
た
も
の
で
あ
る
。　

国

民

健

康

保

険

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

予

算

特

別

会

計

予

算

推
移
し
て
お
り
徐
々
に
増

え
る
傾
向
に
あ
る
。
2
年

度
の
99
名
の
う
ち
除
去
、

代
替
え
食
を
準
備
し
て
い

る
方
が
34
名
、
給
食
セ
ン

タ
ー
で
の
対
応
が
で
き
ず

弁
当
持
参
の
方
が
1
名
、

そ
れ
以
外
の
63
名
は
特
に

対
応
は
し
て
い
な
い
。　

石
切
所
公
民
館

問 

設
計
内
容
等
は
。

答 

駅
東
口
か
ら
連
動
し

た
住
民
相
互
の
交
流
の
場

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や

多
目
的
に
使
え
る
部
屋
を

兼
ね
備
え
た
施
設
と
し
て

約
１
８
３
坪
で
設
計
し
て

い
る
。
完
成
時
期
は
11
月

末
を
目
指
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進

事
業
の
状
況
に
つ
い
て

問 

電
気
自
動
車
充
電
施

設
の
場
所
と
利
用
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答 

市
役
所
、
二
戸
市
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

浄
法
寺
総
合
支
所
、
天
台

の
湯
、
旧
金
田
一
温
泉
セ

ン
タ
ー
、
滴
生
舎
の
６
か

所
で
あ
る
。
電
力
使
用
量

は
年
々
増
え
て
い
る
の
で

普
及
が
進
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

風
力
発
電
に
つ
い
て

問 

今
後
の
展
開
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答 

調
整
が
進
ん
で
い
る

の
は
、
浄
法
寺
地
区
に
あ

る
県
の
３
基
を
大
型
の
１

基
に
す
る
件
で
あ
る
。
他

に
は
折
爪
岳
、
稲
庭
岳
に

そ
れ
ぞ
れ
民
間
出
資
に
よ

る
風
力
発
電
施
設
が
現
在

計
画
さ
れ
て
い
る
。

市
バ
ス
運
行
事
業

問 

今
年
度
の
事
業
内
容

は
。
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
策
定
の
状
況
は
。

答 

浄
法
寺
地
区
利
用
者

の
声
に
対
応
す
る
た
め
、

町
内
中
心
部
で
の
滞
在
時

間
延
長
及
び
行
き
帰
り
の

乗
車
時
間
短
縮
、
基
幹
と

な
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
と
の
接
続

を
考
慮
し
な
が
ら
路
線
の

改
善
を
行
い
、
実
証
運

行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
は
法
改
正
に
よ
る

制
度
変
更
に
よ
り
、
名
称

を
地
域
公
共
交
通
計
画
と

改
め
て
い
る
。
地
域
の
持

続
化
に
向
け
て
の
公
共
交

通
の
在
り
方
の
方
向
性
や

課
題
抽
出
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
公
共
交

通
会
議
に
計
画
案
を
提
示

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
※
）
等
を
実
施
す
る
。

総

務

分

科

会

一

般

会

計

予

算

一

般

会

計

予

算

が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具

購
入
費
助
成
金
に
つ
い
て

問 

事
業
導
入
の
経
緯
は
。

答 

助
成
を
県
は
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）
の

み
と
し
て
始
め
、
そ
れ
に

加
え
市
は
他
市
町
村
、
他

県
の
状
況
を
見
て
検
討

し
、
乳
房
補
正
具
も
必
要

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

今
回
こ
の
2
つ
の
助
成
を

始
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

医
療
用
補
正
具
は
医
療
費

の
対
象
に
な
っ
て
お
ら
ず

そ
の
部
分
を
助
成
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

産
前
産
後
母
子
支
援
事
業
費

問 

拡
充
す
る
内
容
は
。

答 

拡
充
と
な
っ
た
の
は

妊
産
婦
健
康
診
査
交
通
費

助
成
金
と
産
婦
健
康
診
査

料
・
新
生
児
聴
覚
検
査
料

で
あ
る
。
妊
産
婦
健
康
診

査
交
通
費
助
成
金
は
、
出

産
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
対

し
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー

で
健
診
を
受
け
る
際
の
助

成
を
行
っ
て
い
た
が
、
加

え
て
来
年
度
か
ら
、
分
娩

の
際
の
交
通
費
と
待
機
宿

泊
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

の
宿
泊
料
に
つ
い
て
も
助

成
を
拡
充
す
る
。
産
婦
健

康
診
査
料
と
新
生
児
聴
覚

検
査
料
は
、
こ
れ
ま
で
健

康
診
査
及
び
検
査
を
受
け

る
際
、
市
と
医
療
機
関
が

直
接
契
約
を
し
て
健
診
等

を
受
け
る
方
の
窓
口
負
担

が
な
い
形
で
行
っ
て
い
た

が
、
里
帰
り
等
遠
方
で
受

け
る
際
、
そ
の
医
療
機
関

と
契
約
が
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
の
で
、
健
診
等

を
受
け
た
方
が
窓
口
支
払

い
し
た
も
の
を
、
後
日
市

が
償
還
払
い
で
支
払
い
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

問 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
は
。

答 

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
し

て
平
成
28
年
度
が
72
名
、

29
年
度
が
80
名
、
30
年
度

が
88
名
、
令
和
元
年
度
が

82
名
、
2
年
度
が
99
名
と

文
教
福
祉
分
科
会

一

般

会

計

予

算

一

般

会

計

予

算

相
馬
大
作
没
後
２
百
周
年

記
念
顕
彰
事
業
に
つ
い
て

問 

事
業
の
主
導
は
ど
の

課
な
の
か
。
ま
た
そ
の
内

容
は
。

答 

１
８
２
２
年
没
な
の

で
令
和
４
年
（
２
０
２
２

年
）
を
メ
イ
ン
に
す
る
形

で
進
め
る
予
定
と
し
て
お

り
、
令
和
３
年
度
は
機
運

醸
成
に
つ
い
て
取
り
組
み

た
い
。
顕
彰
碑
を
設
置
し

な
が
ら
九
戸
城
周
辺
の
街

歩
き
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
各
課
で

検
討
し
て
い
る
内
容
を
調

整
し
、
公
民
連
携
推
進
課

が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
。

相馬大作没後２００年を記念
して、顕彰碑や記念パンフレッ
トを作成し、功績を顕彰する。

オリンピック・パラリンピック開

催の気運醸成のため聖火リレー等

を実施。ガボン共和国のホストタ

ウンとして、イベントや交流会を

実施する。

オリンピック・パラリンピック聖火事業オリンピック・パラリンピック聖火事業

　　　　　　　　　　 １５０万円　　　　　　　　　　 １５０万円

ホストタウン推進事業　  ホストタウン推進事業　  １８０万円１８０万円

GIGA スクール推進事業により
整備した ICT 機器をより活用
しやすい環境に構築するとと
もに、教員の ICT 活用をサポー
トする支援員を配置する。

ＩＣＴ活用促進事業　   ＩＣＴ活用促進事業　   

                          1,410 万円                          1,410 万円

国有地や市有地等を活用した
「漆うるわしの森」の整備や、

効率的な原木利用の検討、苗
木生産支援などの取り組みに
より、漆生産体制の強化を図
る。

漆振興事業漆振興事業

　 　　　　　　　　 1,470 万円　 　　　　　　　　 1,470 万円

令和３年度の 主な目玉事業

　 　 予 算 特 別 委 員 会 予 算 特 別 委 員 会 　 　予 算 特 別 委 員 会 　 　

混
沌
と
し
た
時
代
に
立
ち
向
か
う
た
め

の
人
づ
く
り
に
励
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
馬
大
作
石
碑
）

コロナ収束を願い、一日も早く安心とにぎわいのある日常を取り

戻したい

相馬大作没後 200 周年記念顕彰事業相馬大作没後 200 周年記念顕彰事業

３４０万円３４０万円

石切所公民館（上段・東立面図）（下段・北立面図）

問 

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府

県
単
位
化
に
よ
っ
て
岩
手
県
が

財
政
的
管
理
を
す
る
制
度
に
変

わ
っ
た
が
、
こ
の
国
保
運
営
方

針
の
中
で
二
戸
市
の
国
保
の

運
営
、
財
政
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
令
和
３
年
度
以
降
の

国
保
料
の
統
一
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

今
ま
で
の
３
年
間
に
つ
い

て
は
、基
金
繰
入
れ
等
も
な
く
、

単
年
度
収
支
が
黒
字
で
経
営
的

に
安
定
し
て
い
る
。新
年
度
は
、

税
率
改
正
の
年
で
あ
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

踏
ま
え
て
納
税
者
の
負
担
を
配

慮
し
、
令
和
３
年
度
の
税
率
は

据
え
置
く
予
算
編
成
と
し
て
い

る
。

　

国
保
料
の
統
一
に
つ
い
て

は
、
法
定
外
繰
入
れ
を
し
て
い

る
市
町
村
で
は
法
定
外
繰
入
を

解
消
し
、
財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
健
全
化

が
図
ら
れ
た
上
で
統
一
化
を
目

指
す
も
の
と
把
握
し
て
い
る
。

※ 

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
募
集

し
、
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る

一
連
の
手
続
き
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金
田
一
温
泉
駅
及
び
斗
米
駅
の
公
衆
用
ト
イ
レ
を
水

洗
化
す
る
も
の

・
ひ
と
り
親
世
帯
応
援
特
別
給
付
金　
　

 

６
７
２
万
円

　

ひ
と
り
親
世
帯
（
児
童
扶
養
手
当
支
給
世
帯
）
に
対
し
、

３
万
円
を
支
給
す
る
も
の

・
民
間
保
育
所
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
物
品
購
入
等
に
対
す
る
民
間

保
育
所
等
へ
の
補
助
金

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
８
６
６
万
円

　

医
療
機
関
以
外
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を
設
置
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
も
の

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
６
万
円

　

健
診
等
に
お
け
る
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、
消
毒
液

と
滅
菌
機
を
購
入
す
る
も
の

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て                                   

　

次
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

【
監
査
委
員
】

　

久
慈
市
大
川
目
町　
　
　

切  

金　
　

 

精 　

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て                                   

　

次
の
候
補
者
に
つ
い
て
、
適
任
と
す
る
答
申
を

し
ま
し
た
。

【
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
】

　

二
戸
市
福
岡　
　
　
　
　

浪  

岡  

ま
ゆ
み　

氏

　

二
戸
市
石
切
所　
　
　
　

原　

  　

涼  

子　

氏

　

二
戸
市
下
斗
米　
　
　
　

工  

藤　

淑  

子　

氏

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て                                   

　

辺
地
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
間
に
お
け
る
住
民

の
生
活
文
化
水
準
の
著
し
い
格
差
の
是
正
の
た

め
、
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整
備
の
た
め
の

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

二
戸
市
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
デ
ジ
タ

ル
化
更
新
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

二
戸
市
防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
デ
ジ
タ
ル

化
更
新
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
を
す
る
も

の
で
す
。

◆
契
約
金
額　

    　

    　
　

４
億
８
０
０
２
万
円

◆
請
負
者　
　
　

日
本
電
気
株
式
会
社
岩
手
支
店

◆
変
更
の
内
容　

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り
に

く
く
な
っ
た
地
域
へ
屋
外
拡
声
子
局
を
追
加
し
、

66
局
か
ら
73
局
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

事
業
費
の
確
定
見
込
み
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
減
な
ど
で
す
。

◆
補
正
額 　

   　

    　
　

△
２
億
９
９
６
２
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
・
増
額
分
）】

・
地
域
バ
ス
交
通
支
援
事
業
費
補
助
金　

４
３
９
万
円

　

路
線
バ
ス
の
不
採
算
路
線
に
対
す
る
事
業
者
へ
の
補

助
金

　 　 条 例 ・ 補 正 予 算 な ど

新型コロナウイルスワクチン接種事業費を計上新型コロナウイルスワクチン接種事業費を計上

可
決

主な議案の内容（当初予算以外）

可
決

・
上
水
道
事
業
補
助
金　
　
　
　
　

  

４
１
２
１
万
円

　

水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
高
料
金
対
策
補
助
金

・
街
路
事
業
負
担
金　
　
　
　
　
　

  

１
４
９
３
万
円

　

岩
谷
橋
工
区
に
係
る
事
業
費
の
増
額
に
伴
う
県
負
担

金
の
増　

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
14
号
）

　

特
別
定
額
給
付
金
の
確
定
見
込
み
に
よ
る
減
な

ど
で
す
。

◆
補
正
額 　

   　

    　
　
　
　

△
２
７
０
４
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
・
増
額
分
）】

・
持
続
化
支
援
給
付
金　
　
　
　
　
　

 

２
１
０
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
で
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に
対

す
る
給
付
金

・
学
校
施
設
衛
生
設
備
整
備
事
業　
　

 

４
２
６
６
万
円

　

福
岡
小
学
校
、
仁
左
平
小
学
校
、
二
戸
西
小
学
校
の
ト

イ
レ
を
洋
式
化
す
る
も
の

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
な
ど

に
係
る
も
の
で
す
。

◆
補
正
額 　

   　

    　
　
　

２
億
７
７
８
３
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
・
増
額
分
）】

・
公
共
的
空
間
安
全
・
安
心
確
保
事
業　

 

８
２
１
万
円

　

公
共
施
設
等
に
お
い
て
、
ホ
ー
ル
等
の
座
席
の
抗
菌
処

理
等
を
行
う
も
の

・
デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
事
業　
　
　
　

 

１
５
６
２
万
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
の
庁
用
パ
ソ
コ
ン
等
の
整
備
及

び
公
共
施
設
等
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
通
信
環
境
の
整
備
を
行

う
も
の

・
公
共
交
通
施
設
衛
生
環
境
整
備
事
業 

４
７
０
０
万
円

議　
　

決

一般会計補正額は２年度３億 2,665 万円の減、３年度２億 7,783 万円の増一般会計補正額は２年度３億 2,665 万円の減、３年度２億 7,783 万円の増

農
地
移
動

問 

農
地
法
３
条
、
４
条
、

５
条
等
取
り
組
み
は
。

答 

市
外
に
住
ん
で
い
た

り
、
高
齢
で
耕
せ
な
く
な

り
、
近
く
の
耕
作
者
に
権

利
移
動
す
る
案
件
が
増

え
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
貸
し
借
り
も
伸
び
て
い

る
。
地
域
で
話
し
合
い
、

耕
せ
る
人
に
耕
し
て
も
ら

え
る
よ
う
伸
ば
し
て
い
き

た
い
。

観
光
協
会
補
助
金

問 

補
助
金
減
額
の
理
由

は
。
観
光
協
会
浄
法
寺
支

部
に
も
職
員
を
常
駐
し
て

観
光
の
充
実
を
。

答 

市
財
政
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
事

業
の
見
直
し
等
を
行
い
相

談
し
、
１
０
０
万
円
の
減

額
で
あ
れ
ば
と
了
承
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

観
光
協
会
合
併
の
時
に
常

車
線
を
完
了
し
、
仮
の
措

置
と
し
て
供
用
を
開
始
す

る
。
そ
の
後
、
現
在
の
仮

設
橋
と
旧
道
部
分
を
撤
去

し
、
下
流
側
に
新
た
な
片

側
の
工
事
を
行
い
、
令
和

５
年
９
月
末
完
成
を
め
ざ

す
。

問 

駅
東
口
の
今
後
は
。

答 

駅
停
車
場
線
、
駅
前

広
場
の
整
備
を
実
施
し
、

来
年
、
再
来
年
度
も
駅
停

車
場
線
、
枋
ノ
木
市
民
会

館
線
の
反
対
側
の
浄
法
寺

通
り
、
小
学
校
通
り
も
併

せ
て
進
め
安
全
な
通
学
路

の
確
保
等
に
努
め
た
い
。

駐
の
話
が
あ
っ
た
が
１
名

分
の
人
件
費
を
出
す
に

至
っ
て
い
な
い
。
お
客
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
推

進
事
業
委
託

問 
委
託
料
の
根
拠
は
。

答 

人
件
費
２
名
分
と
受

け
入
れ
体
制
支
援
組
織
の

立
ち
上
げ
支
援
に
係
る
企

画
費
。
年
度
内
の
立
ち
上

げ
を
目
指
す
。
受
け
入
れ

支
援
組
織
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
な
く
、
民
間
企
業
も

入
り
、
ツ
ア
ー
を
組
ん
で

有
料
で
二
戸
を
見
て
い
た

だ
き
、
観
光
客
が
買
い
物

を
し
、
地
元
に
お
金
を
落

と
す
こ
と
を
目
指
す
。

街
路
事
業
費
負
担
金

問 

岩
谷
橋
工
区
の
工
事

の
見
通
し
は
。

答 

白
鳥
川
の
上
流
側
に

新
し
い
橋
の
片
側
部
分
の

工
事
を
進
め
て
お
り
、
令

和
３
年
８
、
９
月
頃
に
片

産
業
建
設
分
科
会

一

般

会

計

予

算

一

般

会

計

予

算

賛成

議案第 10 号　３年度一般会計予算

当初予算案当初予算案

にかかるにかかる  討討  論論

賛
成
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

反
対
し
ま
す
！

反
対
し
ま
す
！

議案第 17 号　３年度後期高齢者医療特別会計予算

反対

可
決

契　
　

約

補
正
予
算

予 算 特 別 委 員 会 　 　予 算 特 別 委 員 会 　 　

土

地

区

画

整

理

土

地

区

画

整

理

事

業

特

別

会

計

事

業

特

別

会

計

適
任

可
決

人
事
案
件

同
意

賛成

事業計画により交差点が駅寄りに移動となる

予定の駅停車場線

可
決

　令和３年度予算を考えたときに、最優先すべきは新型

コロナ感染症対策と地域の経済、市民の暮らし、健康を

守ることだと考える。コロナと闘っていく関係団体への

補助金を削るのは大きな問題である。また、人口減少・

少子化へどう立ち向かっていくのか。少子化にもっと危

機感を持ち、子育てする市民を応援する施策を見せるべ

きであったと思う。評価する点はあるが、問題を指摘し

て反対とする。

　国会で後期高齢者医療に窓口２割負担を導入する法

案が提出されており、長寿社会の中、負担が上げられ

ることになる。後期高齢者医療制度は、高齢者を独立

保険から切り離し、保険料の際限ない引き上げを押し

つけることで保険料の値上げを我慢するか、医療費の

縮小を我慢するかの選択に追い込んでいく制度であり、

当予算に反対する。

　畠中  泰子  議員

内沢  真申 議員

　人口減少、合併特例債の終了など見通しは明るくない

が、堅実な予算が編成されたと思う。新年度は、まちづ

くりの形が徐々に見えてくるのではないか。公民連携ま

ち再生事業、二戸駅東口整備、九戸城等、これまでの計

画が形になると思っている。一方でコロナによる各事業

への影響、少子高齢化等の課題はあるが、地域経済の持

ち直し、将来を切り開いていくことを望み賛成する。

議案第 15 号　３年度土地区画整理事業特別会計予算

　畠中  泰子  議員

　これまでは、本会計に反対の立場を貫いてきたが事

業を中止することは不可能であり、見直しをして、ど

の地域でも行政サービスが保障されなければならない

という立場で賛成する。今回の見直しでは、市の単独

費も少なくなる状況だが、さらにコストの削減、計画

の見直しは避けて通れない。有利な国の補助を得る、

移転の縮小、工法の見直し等大いに努力をして頂くよ

う求め賛成とする。

反対 田口  一男 議員



令和３年６月１日　　　　　- 8 -- 9 -　　　にのへ市議会だより　59 号

ば
不
安
だ
と
い
う
声
も
あ
り
、

住
ん
で
い
る
方
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
そ
の
地
域
に
関
し

て
増
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
バ
ス
交
通
支
援
事
業

問 

Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
の
浄
法
寺

か
ら
仁
左
平
区
間
の
運
行
経
費

を
事
業
者
へ
補
助
す
る
も
の
だ

が
、
ほ
か
の
路
線
は
対
象
に
な

ら
な
い
の
か
。

答 

ほ
か
に
市
内
を
走
っ
て
い
る

も
の
は
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
二
戸
軽
米

線
、
県
北
バ
ス
の
二
戸
九
戸
線

等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
て

は
地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持

事
業
に
よ
っ
て
、
国
と
県
が
２

分
の
１
ず
つ
負
担
し
、
維
持
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問 

今
回
、
谷
地
屋
敷
辺
地
の

人
口
が
条
件
で
あ
る
50
人
以
上

を
下
回
っ
た
た
め
除
外
さ
れ
た

が
、
今
後
、
条
件
に
満
た
な
い

辺
地
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
く

の
か
。

答 

辺
地
総
合
計
画
は
国
の
基
準

に
基
づ
い
て
対
応
す
る
た
め
、

人
口
条
件
に
満
た
な
い
場
合
該

当
に
な
ら
な
い
の
で
、
過
疎

債
と
併
せ
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。
工
夫
を
し
な
が
ら
財
源
確

保
に
努
め
、
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

今
回
、
ど
う
い
っ
た
理
由
が

あ
っ
て
変
更
と
な
っ
た
の
か
。

答 

設
置
を
進
め
る
中
で
、
地
域

に
よ
っ
て
防
災
無
線
が
聞
こ
え

な
い
、
あ
る
い
は
聞
き
に
く
い

地
域
が
生
ま
れ
て
き
た
。
山
間

部
の
ほ
う
で
は
聞
こ
え
な
け
れ

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
請
願
書

◆
請
願
者　

岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
委
員
長

◆
紹
介
議
員　

田
口
一
男
、
畠
中
泰
子

◆
要
旨　

地
域
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
立

場
か
ら
、
下
記
の
５
点
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
で
す
。
①
新
た
な
感
染
拡
大
等
に

対
応
で
き
る
よ
う
医
療
、
介
護
、
福
祉
に
十
分
な

財
源
確
保
を
行
う
こ
と
。
②
公
立
公
的
病
院
の
統

合
再
編
や
地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
地
域
の
声

を
踏
ま
え
た
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
③

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
提
供
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
医
師
・
看
護
師
・
医
療
技
術
職
・
介
護

職
等
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
。
④
保
健
所
の
増

設
・
保
健
師
の
増
員
な
ど
公
衆
衛
生
行
政
の
拡
充

を
図
る
こ
と
及
び
ウ
イ
ル
ス
研
究
、
検
査
・
検
疫

体
制
な
ど
を
強
化
・
拡
充
す
る
こ
と
。
⑤
社
会
保

障
に
関
わ
る
国
民
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

※ 

趣
旨
採
択
（
し
ゅ
し
さ
い
た
く
）

請
願
に
つ
い
て
、
願
意
は
賛
同
で
き
る
が
実
現

性
の
面
で
確
信
が
持
て
な
い
場
合
に
、
不
採
択

に
も
で
き
な
い
と
し
て
と
ら
れ
る
決
定
の
方
法
。

岩
手
県
立
福
岡
工
業
高
等
学
校
の
存
続
を
求
め
る

た
め
の
陳
情

条 例 ・ 補 正 予 算 な ど 　 　条 例 ・ 補 正 予 算 な ど 　 　　 　 常 任 委 員 会

◆
陳
情
者　

岩
手
県
立
福
岡
工
業
高
等
学
校
同
窓

会
長

◆
要
旨　

岩
手
県
及
び
県
教
委
に
対
し
、
岩
手
県

立
福
岡
工
業
高
等
学
校
の
単
独
校
で
の
存
続
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。　
　

二
戸
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                               

　

議
員
の
本
会
議
や
委
員
会
へ
の
欠
席
事
由
を
明

文
化
し
て
、
出
産
に
つ
い
て
産
前
・
産
後
期
間
の

規
定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
議
会
に
対
す
る

請
願
に
係
る
署
名
押
印
の
見
直
し
を
す
る
も
の
で

す
。

◆
改
正
の
内
容　

本
会
議
及
び
委
員
会
の
欠
席
事

由
を
「
公
務
、
疾
病
、
育
児
、
看
護
、
介
護
、
配

偶
者
の
出
産
補
助
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事

由
」
と
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
請
願
者
に
求
め

て
い
た
「
署
名
押
印
」
を
「
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。

岩
手
県
立
福
岡
工
業
高
等
学
校
の
単
独
校
で

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書                                

　

岩
手
県
及
び
県
教
委
に
対
し
、
二
戸
地
域
に
お
け

る
産
業
技
術
の
担
い
手
を
育
成
す
る
唯
一
の
工
業
専

門
校
で
あ
る
福
岡
工
業
高
等
学
校
を
単
独
校
で
存
続

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
１
件
は
、
関
係
行
政
機
関

へ
提
出
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
の

質
疑
応
答

辺

地

総

合

整

備

計

画

辺

地

総

合

整

備

計

画

の

策

定

に

つ

い

て

の

策

定

に

つ

い

て

二

戸

市

防

災

行

政

無

二

戸

市

防

災

行

政

無

線
（

同

報

系

）

デ

ジ

タ

線
（

同

報

系

）

デ

ジ

タ

ル
化
更
新
事
業
の
変
更
請

ル
化
更
新
事
業
の
変
更
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1313
号
）
号
）

可
決

請　
　

願

議
員
発
議

問 

辺
地
の
人
口
が
50
人
を

下
回
っ
た
場
合
は
計
画
を

変
更
す
る
の
か
。
過
疎
債

と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

策
定
時
の
人
口
で
進

め
る
の
で
計
画
期
間
の

５
年
間
は
変
更
と
な
ら
な

い
。
過
疎
債
の
充
当
率
は

1
０
０
％
で
交
付
税
措
置

は
70
％
で
あ
る
。
辺
地
債

の
ほ
う
が
少
し
有
利
で
は

あ
る
が
、
地
区
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
配
分
は
非
常

に
少
な
く
、
大
き
な
計
画

を
立
て
て
も
実
現
は
難
し

い
。
様
々
な
財
源
と
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
発
送
委
託

料
に
つ
い
て

問 

発
送
の
目
標
と
比
較

し
て
ど
れ
ほ
ど
の
応
募
が

あ
っ
た
の
か
。
今
後
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答 

８
５
０
０
台
を
購
入

し
て
現
在
ま
で
に
４
千
台

を
超
え
る
程
度
の
応
募
が

あ
っ
た
。
今
回
の
補
正
で

５
千
台
は
発
送
で
き
る
状

況
と
な
る
。
試
験
放
送
後

は
１
日
当
た
り
20
～
30
件

の
申
し
込
み
が
あ
る
の

で
、
来
年
度
に
か
け
て

７
０
０
０
～
７
5
０
０
台

の
貸
し
出
し
を
進
め
た

い
。
３
月
19
日
ま
で
に
申

し
込
み
が
あ
っ
た
も
の
は

発
送
す
る
。
そ
れ
以
降
は

市
役
所
と
浄
法
寺
総
合
支

所
で
直
接
手
渡
し
て
い
る

が
、
各
出
張
所
等
で
の
配

付
や
出
前
講
座
で
の
配
付

な
ど
の
様
々
な
手
法
を
考

え
て
い
る
。

辺
地
総
合
計
画
の
策
定

辺
地
総
合
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

に
つ
い
て

生
活
保
護
扶
助
費

問 

生
活
扶
助
費
等
が
減
少

し
た
要
因
は
。

答 

当
初
予
算
で
は
令
和
元

年
度
10
月
末
現
在
の
状
況

で
予
算
要
求
し
て
い
る
。

そ
の
と
き
に
は
２
６
３
世

帯
、
3
０
５
人
が
保
護
を

受
け
て
い
た
が
、
令
和
2

年
12
月
末
現
在
で
2
５
５

世
帯
、
3
０
２
人
で
8
世

帯
が
減
少
し
て
い
る
。
令

和
元
年
10
月
か
ら
令
和
2

年
12
月
ま
で
の
間
に
保
護

を
開
始
し
た
件
数
は
32

件
。
廃
止
し
た
件
数
は
40

件
と
な
っ
て
お
り
、
廃
止

の
う
ち
死
亡
に
よ
る
廃
止

は
23
件
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
工
夫
し
開
催
し

た
事
業

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
事
業
が
多
い
中
で
も
工

夫
し
て
開
催
し
た
も
の
は

総　
　

務

常
任
委
員
会

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

産
業
建
設

常
任
委
員
会

漆
掻
き
職
人
育
成
事
業

問 

市
民
が
漆
搔
き
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
な
る
こ

と
は
可
能
か
。

答 

過
疎
地
域
の
人
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
な
れ
な

い
。
二
戸
市
は
全
域
が
過

疎
指
定
に
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
人
は
日
本
う
る
し

搔
き
技
術
保
存
会
の
長
期

研
修
制
度
に
応
募
い
た
だ

き
、
選
考
の
上
、
研
修
を

し
て
い
る
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
躍
を
見
て
、

地
元
の
人
の
参
加
が
増
え

て
い
る
。
生
産
組
合
の
組

合
員
37
名
の
内
、
市
内
の

方
は
33
名
、
内
日
本
う
る

し
搔
き
技
術
保
存
会
の
研

修
修
了
者
は
20
名
に
な
っ

て
い
る
。

各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催

事
業
費
減
額

問 

祭
り
等
の
開
催
の
可
否

の
判
断
は
。

ま
つ
り
で
は
実
行
委
員
会

等
で
協
議
を
重
ね
、
山
車

製
作
の
準
備
が
差
し
迫
る

６
月
に
中
止
の
判
断
を
し

た
。
令
和
２
年
度
は
そ
れ

ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
ご
と

に
判
断
を
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
今
後
、
市
と

し
て
大
き
な
方
針
を
示
し

て
、
皆
さ
ん
に
判
断
し
て

い
た
だ
く
よ
う
対
応
し
て

い
き
た
い
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

負
担
金

問 

市
道
舘
ヶ
久
保
線
の
地
す

べ
り
復
旧
工
事
の
予
定
は
。

答 

今
後
、
災
害
申
請
を
し
、

そ
の
後
の
国
の
査
定
後
、

工
事
発
注
と
な
る
。
工
法

や
工
事
の
完
了
時
期
は
ま

だ
決
定
し
て
い
な
い
。

採
択

カシオペア FM にて放送された特別番組

「教えて！ ⼆⼾市防災ラジオ」

奥州街道で一番の難所、蓑ヶ坂

市道舘ケ久保線の地すべりの様子

 

趣
旨
採
択 

※

陳　
　

情

可
決

令
和
２
年
度
一
般
会
計

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
1313
号
）
号
）

あ
っ
た
か
。

答 

11
月
に
開
催
し
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
奥
州
街
道
蓑
ヶ
坂

に
つ
い
て
は
、
定
員
を
少
な

く
し
、
参
加
人
数
は
13
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
も
感

染
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
、
会
食
も
屋
外
で
行
っ
た
。

槻
蔭
舎
き
ぼ
う
塾
は
2
講
座

を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
8
月

に
釜
石
市
を
訪
れ
、
自
然
災

害
か
ら
命
を
守
る
、
と
い
う

防
災
学
習
で
あ
る
。
先
方
か

ら
大
人
数
で
の
受
け
入
れ
は

困
難
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
、
今
回
は
定
員
を
大
幅

に
減
ら
し
15
名
で
募
集
を
か

け
て
、
中
学
生
が
7
名
参
加

し
て
防
災
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
1313
号
）
号
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
1313
号
）
号
）

防災行政無線のアンテナとスピーカー

　（左側が新型、右側が旧型）
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       　 　 　 審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表 　 　       　 　 　 審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表 　 　

議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

1 辺地総合整備計画の策定について 可決（全員賛成）

2 二戸市防災行政無線（同報系）デジタル化更新工事の変更請負契約の締結について 可決（全員賛成）

3 令和２年度二戸市一般会計補正予算（第 13 号） 可決（全員賛成）

4 令和２年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第９号） 可決（全員賛成）

5 令和２年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）

6 令和２年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

7 令和２年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）

8 令和２年度二戸市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

9 令和２年度二戸市水道事業会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

10 令和３年度二戸市一般会計予算 可決（賛成多数）

11 令和３年度二戸市国民健康保険特別会計予算 可決（賛成多数）

12 令和３年度二戸市下水道事業特別会計予算 可決（全員賛成）

13 令和３年度二戸市生活排水処理事業特別会計予算 可決（全員賛成）

14 令和３年度二戸市簡易水道事業特別会計予算 可決（全員賛成）

15 令和３年度二戸市土地区画整理事業特別会計予算 可決（賛成多数）

16 令和３年度二戸市介護サービス事業特別会計予算 可決（全員賛成）

17 令和３年度二戸市後期高齢者医療特別会計予算 可決（賛成多数）

18 令和３年度二戸市水道事業会計予算 可決（全員賛成）

19 監査委員の選任について 同意（全員賛成）

20 令和２年度二戸市一般会計補正予算（第 14 号） 可決（全員賛成）

21 令和２年度二戸市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決（全員賛成）

22 令和３年度二戸市一般会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

諮問

1 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

2 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

3 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）

請願 1 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための請願書 趣旨採択（賛成多数）

陳情 1 岩手県立福岡工業高等学校の存続を求めるための陳情 採択（全員賛成）

発議
1 二戸市議会会議規則の一部を改正する規則 可決（全員賛成）

2 岩手県立福岡工業高等学校の単独校での存続を求める意見書 可決（全員賛成）

審議結果

議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 18

新
畑　

鉄
男

三
浦　

利
章

髙
村　

人
司

石
輪　

成
人

沼
井　

賢
壮

小
田
島
行
伸

畠
中　

泰
子 

田
口　

一
男

駒
木　
　

昇

米
田　
　

誠

出
堀　

満
則

内
沢　

真
申

國
分　

敏
彦

岩
崎　

敬
郎

田
中　

勝
二

菅
原　

恒
雄

田
代　

博
之

議案第 10 号  ３年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 11 号  ３年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 15 号  ３年度土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 17 号  ３年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号  安全・安心の医療・介護の実現と国民
のいのちと健康を守るための請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

一 般 問質
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市政を問う！市政を問う！

 石 輪　成 人　議員　…………………  Ｐ 11

１．人口減少対策としての二戸市奨学金制度
　　改革について

 田 口　一 男　議員　…………………  Ｐ 12

１．2 期最終年度の施策について
２．コロナ禍の雇用環境の構築について
３．持続可能な地域農業について

 髙 村　人 司　議員　…………………  Ｐ 12

１．市役所窓口のコロナ対策について
２．市の施設における除菌対策について
３．GIGA スクール推進事業と ICT について

 畠 中　泰 子　議員　…………………  Ｐ 13

１．新型コロナウイルス感染拡大防止と暮らし
　　と経済を守る対策について
２．福岡工業高校の存続のための対策について
３．ジェンダー平等と本市の施策について 

４４人の議員が一般質問人の議員が一般質問

　一般質問は、議員が市政全般にわた

り事業の執行状況や考え方などを執行

機関に質問するものです。

　本定例会では４人の議員が、下記の

項目について質問に立ちました。

充
実
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
い

当
市
の
人
口
減
少
の
要

因
は
、
大
学
や
専
門
学

校
等
の
教
育
機
関
が
な
い
た
め
、

進
学
希
望
の
高
校
生
は
卒
業
を

機
に
地
元
を
離
れ
、
そ
の
後
都

会
で
就
職
し
帰
っ
て
こ
な
い
若

者
が
多
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
奨
学

金
（
育
英
資
金
貸
与
制
度
）
の

改
善
、
拡
充
を
図
る
こ
と
が
効

果
的
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

現
状
の
二
戸
市
育
英
資
金
貸
与

制
度
の
内
容
は
。

市
長　

市
内
に
住
所
を

有
す
る
者
を
対
象
に
、

問答

石 輪  成 人  議員 
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
高
校

や
大
学
等
に
進
学
、
在
学
す

る
向
学
心
が
高
い
生
徒
、
学

生
に
対
し
て
育
英
資
金
を
貸

与
し
、
学
ぶ
機
会
が
奪
わ
れ

な
い
よ
う
教
育
の
機
会
均
等

を
図
っ
て
き
た
。
直
近
５
か

年
に
お
い
て
は
、
86
人
に
対

し
約
１
億
２
４
０
０
万
円
を

貸
与
し
、
次
代
を
担
う
生
徒
、

学
生
の
学
び
に
寄
与
し
て
い

る
。
貸
与
月
額
は
、
高
校
は

１
万
５
０
０
０
円
、
大
学
等

は
４
万
５
０
０
０
円
を
限
度

問答 に
貸
与
し
て
い
る
。

育
英
資
金
貸
与
制
度

の
利
用
状
況
は
。

市
長　

高
校
７
人
、

大
学
等
42
人
の
合
計

49
人
が
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
貸
与
額
は
約
２
３
０
０
万

円
。
一
部
免
除
制
度
は
定
住

化
促
進
を
目
的
に
創
設
さ

れ
、
本
年
度
は
11
人
が
免
除

を
受
け
て
お
り
、
免
除
額
は

31
万
４
４
０
０
円
。
令
和
２

年
３
月
31
日
現
在
、
貸
与
人

数
は
３
３
１
人
、
貸
与
残
高

は
約
２
億
７
０
０
０
万
円
で

問答
あ
る
。
滞
納
額
は
、
令
和
元

年
度
決
算
額
に
お
い
て
、
35

人
、
約
１
１
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
制
度

改
正
に
よ
る
効
果
と

検
証
結
果
は
。

市
長　

進
学
の
意
欲

が
あ
る
生
徒
、
学
生

に
対
す
る
教
育
の
機
会
均
等

と
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
が
一
層
図
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
と
と
も
に
、
若

干
で
は
あ
る
が
定
住
促
進
の

一
助
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

問
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
制
度
拡
充
の
可

能
性
は
。

市
長　

地
元
就
職
者
に

対
す
る
返
還
金
の
一
部

免
除
は
、
免
除
割
合
を
含
め
て

更
に
検
証
し
、
よ
り
充
実
し
た

制
度
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
検

討
し
た
い
。

答

定住化（地元就職）を促進するため、育英資

金返還金の一部免除を実施している

一般議案にかかる 一般議案にかかる 討討  論論
賛
成
し
ま
す
！

賛
成
し
ま
す
！

反
対
し
ま
す
！

反
対
し
ま
す
！

賛成 　畠中  泰子  議員

　この契約は、屋外スピーカーのほか屋内への情報伝達手段に多様性を持たせるものであり市民も期待している。

いずれ市民を災害から守る防災無線の役割は大きくなるものである。デジタル化によって聞こえがよくなった等、

様々実感できるよう現場での設計、施工管理、納入業者等、最後まで調整し努力をして頂くよう強く求めて賛成する。

議案第２号　防災行政無線（同報系）デジタル化更新工事の変更請負契約の締結について

人
口
減
少
対
策
に
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
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よ
り
、
平
成
28
年
か
ら
５
年
間

で
約
30
人
が
新
た
に
就
農
し
て

い
る
。
持
続
可
能
な
農
業
の
実

現
に
は
、
人
材
の
確
保
、
育
成

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
、

行
政
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な

っ
て
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。

- 13 -　　　にのへ市議会だより　

専
門
知
識
の
あ
る
職
員

を
採
用
し
、
デ
ジ
タ
ル

課
を
設
置
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長　

ト
ラ
ブ
ル
等
の

対
応
は
情
報
管
理
室
、

教
育
企
画
課
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

対
応
し
、
今
後
と
も
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。
デ
ジ

タ
ル
課
に
関
し
国
、
県
や
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
を
通
じ
、
他
自
治

体
と
連
携
を
図
り
対
応
す
る
。

を
整
備
す
る
も
の
で
、
年
度
中

の
整
備
を
目
指
し
、
整
備
後
は

試
験
を
行
い
た
い
。

現
在
ま
で
の
苦
情
と
対

策
に
つ
い
て
。

市
長　

昨
年
春
、
マ
ス

ク
を
せ
ず
に
通
り
か
か

っ
た
職
員
が
い
た
と
の
注
意
を

受
け
た
。
申
告
相
談
等
で
来
庁

者
が
市
民
ホ
ー
ル
に
集
中
し
密

状
態
で
は
、
と
の
指
摘
が
あ
り
、

車
で
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
案

内
を
行
っ
た
り
、
会
場
内
の
待

貸
し
出
す
機
器
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
、
耐
用

年
数
は
ど
れ
位
か
伺
う
。

教
育
長　

児
童
生
徒
に

貸
し
出
す
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
、
原
則

児
童
は
小
学
校
卒
業
ま
で
、
生

徒
は
中
学
校
卒
業
ま
で
同
じ
も

の
を
使
用
す
る
。
耐
用
年
数
は

国
の
省
令
で
４
年
と
定
め
て
い

る
が
、
実
際
は
５
、
６
年
程
度

使
え
る
と
考
え
て
い
る
。
更
新

時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
同
じ
も

の
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
と

考
え
る
。

機
器
の
破
損
や
故
障
へ

の
対
処
は
。

教
育
長　

予
備
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
し
、
学
び

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

修
理
費
用
は
、
故
意
の
破
損
の

場
合
を
除
き
、
市
教
育
委
員
会

で
対
応
し
、
保
護
者
の
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

学
校
か
ら
の
遠
隔
学
習

機
能
の
整
備
状
況
は
。

教
育
長　

学
校
が
臨
時

休
校
等
の
緊
急
時
で
も

学
習
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う
、

学
校
で
使
う
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
完
了

問答

合
わ
せ
て
55
名
の
出
願
者
が
い

る
中
、
県
が
掲
げ
る
専
門
教
育

の
拠
点
と
な
る
魅
力
あ
る
学
校

と
な
る
か
疑
問
。
福
工
の
魅
力

を
生
か
し
、
将
来
を
見
据
え
、

専
門
的
な
学
び
を
希
望
す
る
生

徒
が
地
元
の
専
門
高
校
で
安
心

し
て
学
習
で
き
る
場
を
保
障
す

る
た
め
、
学
校
の
あ
り
方
等
、

地
元
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

教
育
長　

福
工
は
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
当
初
案
と

変
わ
ら
ず
統
合
の
方
向
が
示
さ

れ
大
変
遺
憾
。
２
学
科
が
１
学

科
に
な
る
こ
と
は
生
徒
の
多
様

な
選
択
肢
が
狭
ま
り
、
専
門
的

な
学
び
が
薄
れ
、
専
門
高
校
と

し
て
の
魅
力
が
大
き
く
損
な
わ

れ
、
生
徒
の
学
び
の
あ
り
方
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と

危
惧
す
る
。
今
後
、
福
工
の
あ

り
方
に
つ
い
て
地
元
関
係
者
と

協
議
し
て
い
く
。

感
染
拡
大
防
止
と
暮
ら

し
を
守
る
対
策
は
。

市
長　

感
染
症
へ
の
対

応
を
含
め
た
地
域
医
療

合
室
を
増
や
す
対
策
を
行
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
苦
情
、
要
望
は
寄

せ
ら
れ
て
い
な
い
。
感
染
対
策

と
し
て
職
員
は
出
勤
前
の
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
を
行
っ
て

い
る
。
来
庁
者
へ
は
検
温
や
消

毒
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方

へ
の
対
応
は
。

市
長　

手
話
を
使
う
場

合
、
口
の
動
き
が
わ
か

る
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
マ
ウ
ス

ガ
ー
ド
等
の
準
備
を
し
て
い
る
。

に
活
躍
す
る
、
意
思
決
定
の
場

に
平
等
に
参
画
す
る
等
に
つ
い

て
第
２
次
二
戸
市
男
女
共
同
参

画
計
画
に
お
い
て
掲
載
し
事
業

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
国
の

計
画
や
県
の
プ
ラ
ン
等
を
踏
ま

え
見
直
し
に
着
手
し
、
そ
の
中

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
達
成
と

も
整
合
性
を
図
っ
て
い
く
。

の
維
持
、
確
保
に
つ
い
て
二
戸

医
師
会
や
関
係
機
関
と
協
議
し
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
等
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

森
会
長
の
女
性
蔑
視
発

言
は
男
女
格
差
指
数
世

界
１
２
１
位
の
日
本
の
政
治
と

社
会
の
問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
し

た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
男
女

共
同
参
画
計
画
の
見
直
し
を
。

市
長　

女
性
へ
の
暴
力

の
根
絶
、
家
庭
や
職
場
・

地
域
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
平
等

福
工
存
続
の
た
め
、
本
気
の
取
り
組
み
を

県
教
委
の
高
校
再
編
後

期
計
画
最
終
案
の
受
け

止
め
と
今
後
の
対
策
は
。
遠
野

市
は
地
元
高
校
存
続
運
動
推
進
、

地
元
高
校
魅
力
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
、
通
学
費
助
成
な
ど
毎

年
約
１
０
０
０
万
円
の
支
援
で
、

統
合
計
画
を
撤
回
さ
せ
た
。
本

市
も
本
気
の
取
り
組
み
を
。

市
長　

当
初
案
の
ま
ま

統
合
を
進
め
る
内
容
で

残
念
。
機
械
シ
ス
テ
ム
科
と
電

気
情
報
科
の
２
学
科
が
工
業
学

科
１
学
科
に
な
る
こ
と
が
、
前

年
よ
り
大
き
く
増
加
し
２
学
科

問答

一 般 問質

の
製
品
化
を
目
指
し
て
い
る
。

定
住
を
目
指
す
冬
場
の
就
労
課

題
は
引
き
続
き
支
援
す
る
。

年
々
、
農
林
畜
産
業
従

事
者
の
減
少
が
顕
著
に

現
れ
て
い
る
が
、
地
域
農
業
の

現
状
と
対
策
は
。

市
長　

農
業
が
抱
え
て

い
る
問
題
と
し
て
、
農

業
後
継
者
の
育
成
、
確
保
は
最

優
先
事
項
で
あ
る
。
そ
の
対
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
新
規

就
農
者
育
成
対
策
支
援
事
業
に

を
見
据
え
た
大
き
な
武
器
に
な

る
と
思
う
。
漆
産
業
の
更
な
る

成
長
に
は
、
雇
用
環
境
や
所
得

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
30
年
後
の
未
来
像
に
向

け
た
土
台
を
基
本
と
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
移
住

定
住
が
高
ま
る
中
、
漆

搔
き
職
人
の
通
年
雇
用
の
閑
期

対
策
と
漆
産
地
に
ふ
さ
わ
し
い

雇
用
の
場
の
拡
充
は
。

市
長　

本
市
の
移
住
者

は
、
地
域
お
こ
し
協
力

２
期
目
の
市
長
就
任
の

残
期
間
で
重
要
課
題
の

自
己
評
価
と
残
さ
れ
た
主
な
政

策
別
総
括
を
伺
う
。　

市
長　

２
期
目
の
市
政

運
営
は
第
２
次
総
合
計

画
の
推
進
を
掲
げ
た
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
分
野
別
で
は
、
漆
や
食
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ブ
ロ
イ

ラ
ー
や
葉
た
ば
こ
が
経
済
を
牽

引
し
、
若
手
の
農
畜
産
業
の
挑

戦
の
動
き
が
出
て
い
る
。
漆
の

日
本
遺
産
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
の
登
録
は
、
コ
ロ
ナ
後

隊
制
度
の
活
用
に
よ
る
漆
や
果

樹
な
ど
特
徴
的
な
地
域
資
源
に

魅
力
を
感
じ
て
、
平
成
24
年
度

以
降
16
人
移
住
、
各
補
助
金
の

支
援
で
、
移
住
は
延
べ
16
件
、

リ
フ
ォ
ー
ム
１
件
や
移
住
体
験

８
件
の
補
助
金
が
活
用
さ
れ
た
。

二
戸
地
域
の
漆
搔
き
期
間
は
、

６
月
～
11
月
と
な
り
、
他
は
下

刈
り
や
原
木
の
伐
採
作
業
を
行

っ
て
い
る
。
４
名
の
協
力
隊
の

方
は
独
立
後
、
定
住
し
、
漆
搔

き
と
し
て
冬
期
間
は
道
具
製
作

技
術
の
習
得
や
蒔
絵
や
漆
の
金

工
作
、
漆
材
の
活
用
や
漆
ろ
う

２
期
最
終
年
度
の
施
策
に
つ
い
て

問答

田 口  一 男  議員髙 村  人 司  議員 畠 中  泰 子  議員

30
年
後
の
未
来
像
に
向
け
た
土
台
作
り

問答

問 答

問答

学
び
の
場
を
保
障
す
る
た
め
関
係
者
と
協
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

問

答

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

問答

持続可能な農業の実現には、将来の⼆⼾の農業を

担う子どもたちへの教育も必要

A4 用紙サイズ、角部分は衝撃に強いポリマー樹脂

が使用されており、ディスプレイは 180 度開く ( ※ )

27 億円をかけ整備された県産木材使用の新校舎

で新年度をスタートした福岡工業高等学校

一 般 問質

問 コ
ロ
ナ
禍
の
雇
用
環
境
は

答

持
続
可
能
な
地
域
農
業
は

問答

問 窓
口
の
コ
ロ
ナ
対
策

答

デ
ジ
タ
ル
課
に
つ
い
て

問答

答

※ 実際に児童生徒が使用するタブレット型パソコン
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会
規
則
を
令
和
３
年
４
月
か
ら

施
行
す
る
。
各
学
校
の
学
校
運

営
協
議
会
委
員
を
地
域
の
方
や

保
護
者
、
教
職
者
、
学
識
経
験

者
等
か
ら
校
長
が
推
薦
し
、
教

育
委
員
会
の
承
認
後
、
学
校
運

営
協
議
会
を
開
催
す
る
。

　
　

の
地
域
に
勝
る
魅
力
あ
る
も
の

を
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り

県
内
外
の
応
援
を
頂
き
、
交
流

人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大
や
産

業
活
性
化
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
海
外
発
信

事
業
や
首
都
圏
で
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
出
店
、
本
市
出
身
者

へ
Ｐ
Ｒ
を
行
う
他
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
見
直
し
も
行
っ

て
お
り
、
多
く
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
や
広
が
り
を
見
せ
て
き

て
い
る
。
日
本
遺
産
認
定
や
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
と

い
う
形
で
漆
を
中
心
と
し
た
地

域
が
評
価
を
頂
い
た
事
は
大
き

な
励
み
と
な
っ
て
い
る
。
民
間

の
柔
軟
な
発
想
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
頂
き
な
が
ら
、
二
戸
市
の
強

み
や
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
、

二
戸
フ
ァ
ン
の
獲
得
や
関
係
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
市
内
す
べ
て
の

学
校
に
導
入
す
る
際
の
運
用
や

規
定
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
た

学
校
の
事
で
、
学
校
運
営
協
議

会
と
は
、
学
校
の
運
営
に
関
す

る
意
見
の
申
出
、
学
校
へ
の
支

援
活
動
の
検
討
等
に
つ
い
て
地

域
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

協
議
す
る
学
校
の
運
営
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
で
地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
が
更
に
進
む
。
市

教
育
委
員
会
で
は
令
和
４
年
４

月
か
ら
の
始
動
を
目
指
し
、
運

営
の
基
と
な
る
学
校
運
営
協
議

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
計
画
は

効
果
的
に
魅
力
発
信
、
二
戸
フ
ァ
ン
獲
得
へ

二
戸
の
観
光
業
は
物
産
、

食
品
、
宿
泊
、
交
通
と

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
恩
恵
が
及
ぶ

と
考
え
る
。
各
課
を
超
え
て
オ

ー
ル
二
戸
市
で
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

二
戸
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
へ

の
計
画
を
伺
う
。

市
長　

二
戸
市
の
地
域

資
源
で
あ
る
生
漆
や
漆

器
、
果
樹
、
農
畜
産
物
や
世
界

に
通
用
す
る
日
本
酒
な
ど
、
世

界
的
遺
産
で
あ
る
九
戸
城
跡
や

天
台
寺
、
自
然
遺
産
で
あ
る
折

爪
岳
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
な
ど
、
他

問答

田 代  博 之  議員 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

問

答

市 長 演 述 ・ 教 育 施 政 方 針 説 明   要 旨市 長 演 述 ・ 教 育 施 政 方 針 説 明   要 旨　 　 市 長 演 述 ・ 教 育 施 政 方 針・ 教 育 施 政 方 針 に 対 す る 質 問

市長演述並びに教育施政方針説明  要旨

教育施政方針 要旨

 市長演述  要旨

鳩 岡  矩 雄  教育長

藤 原  淳  市長

市長演述・市長演述・
教育施政方針教育施政方針
説明に対する説明に対する

質問質問

 田 代  博 之　議員　…………………  Ｐ 15

１．新型コロナウイルスへの対応について
２．SDGs を見すえた事業について
３．空き店舗の活用について
４．シティセールスについて
５．浄法寺漆について
６．コミュニティスクールについて
７． 九戸城跡整備事業について
８．相馬大作没後 2 百周年記念顕彰事業について

 三 浦  利 章　議員　…………………  Ｐ 16

１．移住と空き家バンクの運用について
２．健康寿命の延伸と浄法寺地区のコミュニ
　　ティバス路線の見直しについて
３．合併以来、急激な少子高齢化と人口減少が
　　進んでいる浄法寺地区について、どのよう
　　にして魅力あふれるエリアにしていくつも
　　りなのかについて
４．人口減少や社会情勢の変化をふまえた持続
　　可能な行財政運営について

 岩 崎  敬 郎　議員　…………………  Ｐ 16

１．各分野における目玉政策は？
２．財政計画の見通しは？
３．前期計画の未達成はどうなるか？
４．次期市長選について

 畠 中　泰 子　議員　………………   Ｐ 17

１．市長演述について
　1. 第 2 次二戸市総合計画後期計画の方向性の
　　新しい 4 つの視点について
　2. 子ども・若者・女性について
　3. 暮らし・安心・健康について
２．教育施政方針説明について
　1. 子どもの貧困への対応について
　2. 学校給食について

４４人の議員が質問人の議員が質問
　定例会初日に行われた市長演述と

教育施政方針説明に対して、 各会派

より代表者質問形式にて４人の議員

から質問がありました。

　

様々な課題を学校と地域がともに連携、協働し、解決

していく仕組みのひとつがコミュニティスクール

【 二戸創生クラブ 】

  世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症は、依然として収束

の兆しが見えない状況となっております。コロナとの対峙が続く中、引

き続き、国の交付金等を活用しながら、切れ目なく対策を講じて参ります。

  令和３年度は、二戸市総合計画・後期基本計画のスタートの年となり

ます。

  前期５年間におきましては、人口減少、少子高齢化が進行する中、「元

気で生きがいを持って暮らせるまちづくり」を目指し、各種施策を展開

して参りました。

  後期５年間におきましては、これらを基盤とし、更に発展させるため、

すべての施策に共通する「人づくり」・「公民連携」と、時代の変化に対

応するための「新しい４つの視点」、

 １．新型コロナウイルス感染症と「新しい生活様式」への対応

 ２．持続可能な開発目標（SDGs）を見すえた事業の展開

 ３．Society5.0 を背景にしたデジタル化や ICT の推進

 ４．人口減少や社会情勢の変化をふまえた持続可能な行財政運営

   二戸市教育委員会では、二戸市教育振興基本計画の基本目標である

「学びの広がるまちづくり、未来を拓く人づくり」を目指した取組を

進めて参りました。令和３年度は、その基本目標をそのままに、「第

２次二戸市総合計画後期基本計画」との整合性を図りながら、持続可

能な開発目標ＳＤＧｓの考え方を踏まえ、新たに策定した「二戸市教

育振興基本計画」をスタートさせます。

  令和３年度教育行政の諸施策の中から主要な５つの事業について申

し上げますと、第１に、学力向上推進事業であり、「東京学芸大学連

携事業」「教育研究所事業」「スクールタイアップ事業」のいわゆる学

力向上の三本柱を中心とした取組を進めて参ります。第２に、ＧＩＧ

Ａスクール推進事業であり、児童生徒一人一台のタブレット端末を配

備し「情報活用能力」の育成を図って参ります。第３に、コミュニティ・

スクール（学校運営協議会制度を導入した学校）の推進であり、学校

や地域の課題を、学校と地域がともに連携・協働し解決していくため

の仕組みの一つとして取り組んで参ります。第４に、郷土理解の推進

であり、槻蔭舎きぼう塾、ジュニア槻蔭舎きぼう塾に加え、ふるさと

を念頭に、本市の強みを最大限に活かした未来につながるまちづくりを、市民の皆様とともに推進

して参ります。

  新型コロナウイルス感染症は、社会や経済に大きな打撃を与える一方、その影響は、新たな社会

構造に向けた「変革」のきっかけとなっているところであります。変化に対して受け身になること

なく、自らが率先し、将来を切り開いていくとともに、総合計画・後期基本計画をまちづくりの

指針とし、各種事業を展開することで、30 年後の未来像「人が輝き　未来をひらくまち　にのへ」

の実現に向けて取り組んで参ります。

探訪塾を新設し事業を展開して参ります。第５に、九戸城跡整備事業については、引き続き、歴史を

感じ、学び、未来へ継承していく空間づくりを行いながら、九戸城跡の保存活用に努めて参ります。

  新型コロナウイルス感染症拡大等により大きく社会が変動する中において、教育委員会、学校、家庭、

地域並びに関係機関が連携した取組を一層強化していくことが求められていることから、今後におき

ましても、国や県の動向を注視しながら、更なる二戸市の教育振興を図って参ります。
（抜粋・一部要約）

（抜粋・一部要約）
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援
の
対
策
は
。

市
長　

保
健
師
が
訪
問

し
て
状
況
把
握
後
、
関

係
部
署
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
会
議

で
情
報
共
有
し
、
子
育
て
支
援

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て

お
り
、
市
内
の
相
談
支
援
事
業

所
に
は
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、

個
々
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
県

の
支
援
方
針
を
踏
ま
え
、
市
内

の
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

財
政
計
画
の
見
通
し
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

投
資
的
経
費

は

前

年

対

比

で

約

８
億
３
０
０
０
万
円
、
43
・
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％
の
減
と
な
り
、
公
債
費
比
率

も
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
度
に
緊
急
自

然
災
害
防
止
対
策
事
業
や
防
災

無
線
等
整
備
事
業
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
延
命
化
に
係
る
広
域

負
担
金
、
金
田
一
近
隣
公
園
整

備
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が
集

中
し
た
こ
と
、
道
路
新
設
改
良

事
業
等
の
前
倒
し
に
よ
る
縮
減

総
合
計
画
各
分
野
に
お

い
て
目
玉
と
位
置
づ
け

る
事
業
は
。

市
長　

事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
予
算
規
模
を

抑
え
つ
つ
も
時
機
を
逸
し
な

い
事
業
選
択
と
集
中
に
努
め

た
。
二
戸
駅
東
口
の
駅
前
広
場

整
備
や
、
石
切
所
公
民
館
の
移

転
新
築
を
進
め
る
。
金
田
一
温

泉
、
九
戸
城
跡
、
天
台
寺
の
各

地
区
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
と

と
も
に
、
公
民
が
連
携
し
て
進

め
て
い
る
カ
ダ
ル
テ
ラ
ス
金
田

一
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
、
地

後
期
計
画
後
、
５
年
後
10

年
後
の
予
算
規
模
は
ど
れ

ぐ
ら
い
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
か
。

市
長　

令
和
３
年
度
当

初
予
算
編
成
は
、
前
期

計
画
初
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

１
５
７
億
４
０
０
０
万
円
と
し

て
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
え
て
、
２
月
８
日
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
国
の
令
和
２
年
度

第
三
次
補
正
対
応
と
し
て
、
道

路
新
設
改
良
舗
装
事
業
等
の
事

業
費
７
億
１
３
０
０
万
円
ほ
ど

を
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
す
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
含
め

る
と
１
６
０
億
円
を
超
え
る
規

模
と
な
る
。
５
年
後
の
令
和
８

年
度
は
約
１
３
８
億
程
度
、
10

年
後
の
令
和
13
年
度
に
お
い
て

は
、
基
本
的
に
は
令
和
８
年
度

と
同
様
、
財
政
規
模
は
縮
減
傾

向
に
あ
る
と
想
定
し
、
歳
入
規

模
に
見
合
っ
た
歳
出
の
編
成
を

前
提
に
１
３
１
億
円
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。

財
政
計
画
の
見
通
し
は

令
和
７
年
度
標
準
財
政
規
模
１
４
３
億
３
０
０
０
万
円

渉
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。
よ

り
効
果
的
な
利
用
に
つ
な
が
る

よ
う
、
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
も
連
動
し
て
情
報
発
信

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
４
月

か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
見
直
し
す

る
の
か
。

市
長　

町
内
中
心
部
の

滞
在
時
間
や
、
既
存
の

路
線
バ
ス
と
の
接
続
が
可
能
に

な
る
よ
う
、
関
係
事
業
者
及
び

地
域
住
民
と
の
協
議
を
行
い
つ

つ
路
線
の
見
直
し
を
図
り
、
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
７
月
か

ら
の
実
証
運
行
を
予
定
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
乗
車
し
な

い
バ
ス
停
の
廃
止
２
か
所
、
新

設
４
か
所
と
し
て
、
49
か
所
か

ら
51
か
所
に
、
乗
車
時
間
が
最

長
50
分
、
最
短
27
分
か
ら
40
分

前
後
の
標
準
化
を
図
り
、
運
行

回
数
に
つ
い
て
は
週
１
、
２
回

を
週
２
回
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

移
住
と
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
内
容
は

情
報
発
信
し
利
用
拡
大
を
推
進
す
る

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

活
用
に
な
る
の
か
。

市
長　

主
な
流
れ
と
し

て
は
市
が
主
体
と
な
り

運
営
し
、
登
録
を
希
望
す
る
空

き
家
所
有
者
の
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
提
供
し
、
こ
の
情

報
を
基
に
空
き
家
利
用
希
望
者

が
物
件
を
見
て
申
込
み
、
購
入

や
賃
貸
を
行
う
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
不
動
産
取
引
は
、

当
事
者
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
協
力

を
得
て
、
利
用
者
の
仲
介
、
交

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
極
力

有
利
な
起
債
を
取
り
入
れ
、
単

年
度
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

の
黒
字
を
原
則
と
し
な
が
ら
も

大
規
模
事
業
実
施
の
際
は
、
後

期
計
画
５
年
間
の
中
期
財
政
フ

レ
ー
ム
を
設
定
し
、
平
準
化
に

よ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

黒
字
化
堅
持
と
他
事
業
へ
の
影

響
の
緩
和
を
行
う
。

金
は
返
済
猶
予
や
地
元
就
職
者

に
対
す
る
返
還
金
一
部
免
除
等

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
、

定
住
化
促
進
の
一
方
策
と
し
て

返
還
金
の
免
除
割
合
を
含
め
検

討
す
る
。
子
ど
も
食
堂
は
民
間

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
き
め
細
や
か

な
学
習
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
学
校
を
支
援

し
て
い
く
の
で
、
地
域
の
学
習

室
の
開
設
は
考
え
て
い
な
い
。

を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が

数
値
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
市

税
、
交
付
税
の
減
少
を
推
測
し
、

歳
入
縮
減
に
見
合
っ
た
今
後
の

予
算
規
模
推
計
と
し
て
は
、

後
期
計
画
最
終
年
度
の
令
和
７

年
度
に
お
い
て
標
準
的
な
財
政

規
模
を
１
４
３
億
３
０
０
０
万

円
程
度
、
10
年
後
の
令
和
12
年

度
で
１
３
４
億
８
０
０
０
万
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
択

と
集
中
に
よ
り
政
策
的
事
業
を

時
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
や

る
べ
き
と
き
に
や
る
と
い
う
展

域
を
巻
き
込
ん
だ
事
業
へ
の
機

運
を
高
め
る
。
各
分
野
に
お
い

て
は
、
重
点
94
事
業
を
中
心
と

し
て
、
漆
関
連
で
は
職
人
育
成

や
計
画
的
な
植
栽
な
ど
、
浄
法

寺
漆
の
産
業
化
を
推
進
す
る
。

農
畜
産
業
で
は
、
魅
力
あ
る
農

畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売

手
法
な
ど
の
工
夫
に
よ
る
高
付

加
価
値
化
に
努
め
る
。
国
の
令

和
２
年
度
補
正
と
令
和
３
年
度

当
初
を
一
体
的
に
編
成
す
る
15

か
月
予
算
と
し
て
、
建
設
事
業

を
進
め
、
安
全
、
安
心
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
推
進
す
る
。

給
付
型
奨
学
金
、
子
ど

も
食
堂
、
地
域
の
学
習

室
開
設
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

対
策
の
構
築
を
。　
　
　

教
育
長　

子
ど
も
が
家

庭
環
境
に
左
右
さ
れ
な

い
、
経
済
格
差
が
学
力
格
差
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
学
習

教
育
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指

導
の
充
実
や
貧
困
家
庭
の
子
ど

も
達
を
早
期
の
段
階
で
福
祉
制

度
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
体
制
等
が
必
要
と
認
識
し

取
り
組
ん
で
い
る
。
市
育
英
資

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
16

％
。
国
民
健
康
保
険
証
利
用
は

慎
重
に
対
応
を
。
デ
ジ
タ
ル
に

対
応
出
来
な
い
市
民
を
置
き
去

り
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

市
長　

国
の
施
策
で
あ

り
、
窓
口
で
説
明
対
応

や
制
度
の
周
知
な
ど
円
滑
な
事

業
導
入
に
努
め
る
。
当
面
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
も
通
常

の
保
険
証
で
も
両
方
使
え
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支

危
機
的
な
少
子
化
に
本
気
の
取
組
を

将
来
を
見
据
え
た
堅
実
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

平
成
26
年
度
比
で
本
市

の
出
生
数
は
マ
イ
ナ
ス

32
％
で
危
機
的
な
少
子
化
と
な

っ
て
い
る
。
他
市
町
村
並
の
子

育
て
支
援
が
出
来
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
大
型
事
業
の
見
直
し
を
。　

市
長　

各
事
業
の
選
択

と
集
中
に
努
め
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

積
極
的
な
財
源
の
確
保
を
図
り
、

有
効
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三 浦  利 章  議員   岩 崎  敬 郎  議員 畠 中  泰 子  議員 

【 日本共産党 】 【 政和クラブ 】 【 市民クラブ 】

空き家バンクを利用し、移住やビジネスに

つなげることで地域活性化を図りたい
完成時期は 11 月末を目指す、石切所公民館土地区画整理事業の説明会の様子

（ ３月 24 日  石切所公民館  ）
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浄
法
寺
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
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バ
ス
路
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能
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政
運
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マ
イ
ナ
ン
バ
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利
用
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大
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問

答
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
事
業
展
開

　 　 市 長 演 述 ・ 教 育 施 政 方 針・ 教 育 施 政 方 針 に 対 す る 質 問 　 　 市 長 演 述 ・ 教 育 施 政 方 針・ 教 育 施 政 方 針 に 対 す る 質 問

答

答 問

子
ど
も
の
貧
困
対
策
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令和３年 2月　臨時会令和３年 2月　臨時会

　令和３年２月８日に令和３年２月臨時会が招集され、市長より提出された議案４件が全て原案の
とおり可決されました。
　臨時会では、第２次二戸市総合計画において、令和３年度から令和７年度までの計画的な行政運
営を図る指針となる第２次二戸市総合計画後期基本計画が審議されたほか、新型コロナウイルスワ
クチン接種に向けた相談窓口や接種会場設営、道路新設改良舗装事業に係る予算等が計上されまし
た。

　 ■ 議案第１号　   第２次二戸市総合計画後期基本計画の策定について　　　　   （賛成多数）

　 ■ 議案第２号   　令和２年度二戸市一般会計補正予算（第 12 号）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 補正額　７億 1,704 万円   　　（全員賛成）

　 ■ 議案第３号   　令和２年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

　　　　　　　　　　                                                　　     補正額　1,700 万円　             　 （全員賛成）

 　■ 議案第４号   　令和２年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）

　　　　　　　　　　                                            　　         補正額　９億円                      　　（全員賛成）

　 　 臨 時 会 な ど

 
議員全員協議会【定例】を開催（４月）議員全員協議会【定例】を開催（４月）

　令和 3 年 4 月 15 日（木）、市議会議員全員協議会が開催されました。定例の議員全員協議会とは、
議会自らが定例的に開催するもので、原則毎月 15 日 ( 定例会開催月（3 月、6 月、9 月、12 月）及び
２月、８月を除く）に開催しています。令和３年度、初回となる今回は、当局より３件の説明事項が
ありました。
  【 説明事項 】  【 説明事項 】
　 ■　　 ■　新型コロナウイルスワクチンの接種について新型コロナウイルスワクチンの接種について
　 ■　　 ■　低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）についてについて
　 ■　　 ■　令和３年度から開始する諸計画について令和３年度から開始する諸計画について
  【 協議・報告事項 】  【 協議・報告事項 】
　 ■　　 ■　令和３年第１回二戸地区広域行政事務組合定例会令和３年第１回二戸地区広域行政事務組合定例会
　 ■　　 ■　令和３年 2 月岩手県後期高齢者医療広域連合組合議会定例会令和３年 2 月岩手県後期高齢者医療広域連合組合議会定例会
　 ■　　 ■　令和 2 年度第２回二戸市都市計画審議会令和 2 年度第２回二戸市都市計画審議会
　 ■　　 ■　その他その他

　 　 活 動 報 告 な ど

2 月 3 日
　閉会中の産業建設常任委員会
2 月 8 日
　議会運営委員会
　令和３年２月臨時会
　議員全員協議会
2 月 16 日
　議員全員協議会
　会派代表者会議
2 月 18 日
　議会運営委員会
2 月 22 日～ 3 月 12 日
　令和 3 年 3 月定例会
3 月 11 日
　会派代表者会議

議会活動の報告  （ ２月から５月 ）

ご意見箱
　このコーナーでは、クイズにご応募いただいた皆さまから寄せられた
ご意見、ご感想などをご紹介します。

　二戸市議会議員として、緊張感
を持ち、誠実に、あらゆる事態に
真摯に取り組んでください。

　　　　　（福岡・69 歳  女性）　

　　　　　

　コロナ終息望みの一番です。
ワクチンが皆に行きわたった時
はいくらか安心するでしょう
か。それでもしばらくは三密は
避けなければと。望みが薄れ 
災害、難が増すばかり。人口の
減少も日本の悩み。

　　  　（浄法寺・81 歳  女性）

　声のひろばを読み、とても共感しました。5 人
の子宝に恵まれるも、働き先がないことから、今
は 1 人しか二戸市にいません。働く場所が増え
ることを期待します。  
    　　　　　　　　　　　　（石切所・57 歳  女性）

　一日も早くコロナ予防接種
をやってほしいです。　

　　　　 （米沢・87 歳  女性）

　前議長の不祥事は非常に
残念に思いましたが、今後
はよりよい二戸市になるよ
う、これからの新議長にぜ
ひ頑張って頂きたいと思い
ます。
　　　 （堀野・28 歳  女性）

会議録を公開しています

　本会議の会議録は、市役所１階情報公開コーナー、　本会議の会議録は、市役所１階情報公開コーナー、

市立図書館、浄法寺カシオペアセンターに備えてあ市立図書館、浄法寺カシオペアセンターに備えてあ

ります。平成 18 年度以降の会議録は二戸市議会ホーります。平成 18 年度以降の会議録は二戸市議会ホー

ムページから閲覧・検索することもできます。ムページから閲覧・検索することもできます。

　定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周波数 77.9定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ（周波数 77.9
ＭＨｚ）で録音放送をしています。ＭＨｚ）で録音放送をしています。
　放送日程は、二戸市議会または　放送日程は、二戸市議会または
カシオペアＦＭのホームページでカシオペアＦＭのホームページで
ご確認ください。  ご確認ください。  

一般質問をラジオで放送しています

　議会中継の映像はインターネット上で配信しています。パソコンやスマートフォン・タブレットでいつでもパソコンやスマートフォン・タブレットでいつでも
本会議の模様をご覧になれます。二戸市議会ホームページまたは右の QR コードからアクセスください。本会議の模様をご覧になれます。二戸市議会ホームページまたは右の QR コードからアクセスください。

議会のネット中継議会のネット中継

3 月 12 日
　議会運営委員会
　議会改革検討委員会
3 月 25 日
　広聴広報委員会 広報部会
4 月 2 日
　議会改革検討委員会
4 月 8 日
　議会改革検討委員会
4 月 15 日
　議員全員協議会
　議会改革推進協議会
　議会改革検討委員会
4 月 23 日
　ICT 推進プロジェクトチーム会議

　市政に要望がある時は、市議会に請願書や陳情書を提出することができます。
≪ 請願と陳情のちがい ≫

   ・請願は紹介議員の署名または記名・押印が必要です。
   ・陳情は紹介議員を必要としません。
≪ 請願・陳情の取扱い ≫

   ・請願と市内の方が提出した陳情は市議会で審査し、採択の場合は関係機関へ送付します。
   ・市外の方からの陳情は、市議会より議員に配付します。
≪ 記載していただく事項 ≫

   ① 提出年月日
   ② 提出者の住所・氏名（ 署名または記名、押印 ）
   ③ 請願・陳情の要旨、理由
   ④ 請願の場合は、紹介議員１人以上の署名または記名・押印 

請願・陳情のしかた請願・陳情のしかた 　　　　　 　                              （表紙）

　　　　　　   請願（陳情）書
　
　     ○○○○○について

　　　　　　　 　         紹介議員

　　　　　　　　   　　   氏名　   ○○ ○○　 印 

　　　　　  　   
                              （本紙）　　
　　　　　　　　　　              令和　年　月　日

　二戸市議会議長　様

　　　　　　　　　     　  請願（陳情）者の住所

　　　　　　　　　       　氏名　  ○○ ○○ 　印

　　　○○○○○○について

　請願（陳情）の要旨
　_____________________________________

　請願（陳情）の理由
　_____________________________________

≪　記載例　≫

※陳情の場合は表紙は必要ありません。

5 月 7 日
　議会改革検討委員会
5 月 12 日
　広聴広報委員会 広報部会
5 月 14 日
　議員全員協議会
　議会改革推進協議会
　Ｉ C Ｔ推進プロジェクトチーム会議
5 月 21 日
　カシオペア連邦議会議員協議会役員会
5 月 31 日
      議会改革推進協議会
    Ｉ C Ｔ推進プロジェクトチーム会議
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議会だよりクイズ
よーく読めば答えが見つかる！

右のＱＲコードからも

ホームページにアクセス

できます→

　次回の定例会は、6 月 15 日（火）に開会の予定です。

　詳しい日程につきましては、二戸市議会ホームページでご確認いただくか、

　議会事務局までお問い合わせください。

６月定例会を

開催します

議会を傍聴

してみませんか
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福岡工業高等学校同窓会

　　会長　中
な か お く

奥  孝
た か ひ ろ

宏 さん  （ 写真右 ）  今議会に当同窓会より提出いたしました「福岡工業高校の存続を求

めるための陳情書」が、議員皆様の全会一致で採択された事に対して

感謝を申しあげます。議会に陳情書を提出したのは初めてでございま

すが、採択されたことにより議会を身近に感じる事が出来ました。 　このコーナーでは、市民の皆さまの

まちづくりに対する思いを紹介します。

　掲載を希望する方は、お気軽に二戸

市議会事務局へご連絡ください。

声 の

KOE NO HIROBA

ひひ ろろばば

3 月 15 日には「福岡工業高校を守る会」が設立され、私が会長に

就任いたしました。これからも工業高校の存続を願い活動して行き

たいと思いますので、皆様方のご理解と、ご協力をよろしくお願い

いたします。

福岡工業高等学校の　　福岡工業高等学校の　　

　　 　　 存続を願って　　 　　 存続を願って

▪ 応募方法　
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご意見や議会だよ

りを読んだ感想などを必ずご記入のうえ、ハガキやファックス、
電子メールにてご応募ください。正解者の中から抽選で５人に二
戸市共通商品券 1,000 円分をお贈りします。当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます。
※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介させていただくこ
とがありますのでご了承ください。（ 氏名非公開 ）
▪ あて先

  〒 028-6192    二戸市福岡字川又 47　　　
　                             二戸市議会事務局  議会だより係　
  FAX：0195-23-1633   /   メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp

▪ 締切　
　令和 3 年 7 月 1 日（木）　※ 当日消印有効　　　　

本会議は当日の受付で傍聴できます。傍聴を希望する場合は、議会開催日に

市役所３階へお越しください。車椅子をご利用の方も傍聴可能です。

また、市役所および浄法寺総合支所の１階ホールでは、テレビで議会中継を

見ることができます。　      　 ※ ３月定例会の傍聴者は、 33 人 （延べ）でした。

　（ ( 有 ) カーネットワーク代表 ）

（  現在、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、傍聴人数の制限、マスクの着用をお願いしています。）

 

「 相馬大作没後 ●●● 周年

記念顕彰事業の令和３年度予算

は 340 万円です 」 


